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写真１　企画展を観覧する様子

８．京都府北部 ACTR 展示・「フィールドレポート」

長谷川巴南

１．企画展「ふるさとミュージアムコレクション」における ACTR 成果展示

2021 年 2 月～ 4 月京都府立丹後郷土資料館の企画展「ふるさとミュージアムコレクショ
ン」において歴史学科が京都府北部で行った地域貢献型特別研究（ACTR）である綾部市光明
寺文書調査、舞鶴市木船衛門文書調査、京丹後市丹後ちりめんアーカイブ調査、宮津市丹後行
場調査、宮津市由良の由良神社棟札・文書調査の成果が展示された。

展示の内容には、それぞれの調査に参加した学生が関わった。文化情報学研究室は、木船家
文書・由良神社文書の中から、展示品を選び、キャプションを作成した。木船家文書では大庄
屋・木船衛門と田辺藩の農業政策に関する史料、疫病が流行した際に野草を薬として民間療法
を村民に伝えた史料を紹介した。由良神社文書では、旧日本海軍の艦艇・軽巡洋艦「由良」に
関係する史料を展示し、由良の乗員が武運長久を祈って神社に祭祀料などを奉納したことや、
全乗員約 500 名による参拝が確認できる史料や、「軍艦由良」と刻印された貴重な軍艦印が押
印された史料を紹介した。
会期　2021 年 2 月 20 日（土）～ 4 月 4 日（日）
場所　京都府立丹後郷土資料館

２．「フィールドレポート」発刊

上記の「ふるさとミュージアムコレクション」での成果報告展示と併せて、歴史学科が京都
府北部で行った、地域貢献型特別研究（ACTR）の成果を「フィールドレポート」として刊行
した。内容は、綾部市光明寺文書調査、舞鶴市木船衛門文書調査、京丹後市丹後ちりめんアー
カイブ調査、宮津市丹後行場調査、宮津市由良の由良神社棟札・文書調査の概要が収録されて
おり、丹後郷土資料館、舞鶴郷土資料館、学内など関係機関にて配布した。「フィールドレポ
ート」の編集は学生が行い、歴史学科の幅広い調査の成果を広報することができた。
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第Ⅰ部　地域の歴史と文化遺産の調査（京都府内）

写真２　フィールドレポート紙面




